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［
企
画
調
整
室
・
計
画
課
］
二
月
二
十
九
日
、

平
成
十
九
年
度
の
樹
立
作
業
を
進
め
て
き
た
伊

那
谷
ほ
か
二
計
画
区
の
森
林
計
画
及
び
神
通
川

ほ
か
八
計
画
区
の
変
更
計
画
に
つ
い
て
、
公
告

縦
覧
に
よ
る
一
般
の
方
々
へ
の
意
見
聴
取
や
学

識
経
験
者
に
よ
る
検
討
会
な
ど
の
手
続
き
を
経

て
、
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
経
常
樹
立
の
計
画
区
は
、
天
竜
川

等
の
上
流
部
に
位
置
し
、
糸
魚
川
︱
静
岡
構
造

線
等
の
二
大
構
造
線
が
通
る
脆
弱
な
地
質
を

呈
し
て
い
る
伊
那
谷
森
林
計
画
区
、「
東
濃
桧
」

に
代
表
さ
れ
る
ヒ
ノ
キ
人
工
林
地
帯
と
な
っ
て

い
る
木
曽
川
森
林
計
画
区
及
び
「
三
河
材
」
の

産
地
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
工
林
施
業
が
進
め

ら
れ
た
東
三
河
森
林
計
画
区
で
各
森
林
計
画
区

の
特
質
や
近
年
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
計
画
策

定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
変
更
計
画
は
、
神
通
川
、
千
曲
川

下
流
、
中
部
山
岳
、
千
曲
川
上
流
、
木
曽
谷
、

宮
・
庄
川
・
飛
騨
川
、
長
良
川
・
揖
斐
川
の
九

森
林
計
画
区
に
つ
い
て
、
森
林
吸
収
源
対
策
と

し
て
の
間
伐
等
を
積
極
的
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
主
な
検
討
事
項
と

そ
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一　

森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進

　

京
都
議
定
書
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二

年
）
以
降
森
林
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林

に
つ
い
て
、
十
二
の
森
林
計
画
区
で
間
伐
等
を

積
極
的
に
計
画
し
ま
し
た
。

二　

保
護
林
の
新
設

　

伊
那
谷
森
林
計
画
区
に
お
い
て
、
環
境
省
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

（
Ｖ
Ｕ
）
と
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
（
Ｅ
Ｎ
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
、
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
・
ヒ
メ

バ
ラ
モ
ミ
が
生
育
し
て
い
る
区
域
に
つ
い
て
、

フ
ウ
キ
沢
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
植
物
群
落
保
護

林
等
五
箇
所
の
新
た
な
保
護
林
を
設
定
し
ま
し

た
。

三　

レ
ク
森
の
見
直
し

　
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
つ
い
て
は
、

設
定
か
ら
相
当
期
間
経
過
し
施
設
等
の
整
備
水

準
が
低
下
す
る
な
か
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等

の
変
化
に
伴
い
、
著
し
く
利
用
の
低
位
な
地
区

や
今
後
の
整
備
・
維
持
管
理
が
期
待
で
き
な
い

地
区
等
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
、
統
合
・
廃
止

等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

四　

施
業
群
の
見
直
し

　

伊
那
谷
森
林
計
画
区
に
お
い
て
は
、
高
標
高

で
通
常
の
生
長
が
見
込
め
な
い
箇
所
に
つ
い

て
、
カ
ラ
マ
ツ
小
面
積
分
散
型
か
ら
カ
ラ
マ
ツ

長
伐
期
型
へ
変
更
し
、
木
曽
川
・
東
三
河
森
林

計
画
区
に
お
い
て
は
、
保
安
林
指
定
（
植
栽
指

定
）
箇
所
の
見
直
し
に
伴
い
、
人
工
林
漸
伐
施

業
群
か
ら
人
工
林
択
伐
施
業
群
等
へ
の
変
更
を

行
い
ま
し
た
。

五　

伐
期
齢
の
見
直
し

　

森
林
の
公
益
機
能
発
揮
等
を
図
る
た
め
、
小

面
積
分
散
伐
区
施
業
群
等
に
お
い
て
、
伐
期
齢

を
現
行
計
画
よ
り
五
年
～
十
五
年
の
延
長
を
行

い
ま
し
た
。

六　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
行
う
森
林
整
備
等

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
伊
那
谷
森
林
計
画
区

に
お
い
て
は
、
遊
々
の
森
「
多
摩
市
民
の
森
」、

木
曽
川
森
林
計
画
区
に
お
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い

の
森
「
大
桧
の
森
」
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
設
定

し
ま
し
た
。

上空から見た列状間伐の様子

計画区 改　定 現　行 計画区 改　定 現　行 計画区 改　定 現　行

伊那谷 205,692 123,217 神通川 21,009 17,189 宮・庄川 331,782 233,548

木曽川 90,240 82,022 千曲川下流 76,981 59,581 飛騨川 171,638 157,151

東三河 62,884 62,563 中部山岳 214,261 118,914 長良川 7,719 8,396

千曲川上流 245,924 223,317 揖斐川 5,365 5,276

木曽谷 455,743 370,898 変更樹立 1,530,422 1,194,270

経常樹立 358,816 267,802 計 1,889,238 1,462,072

間伐の計画量の比較� （単位：㎥）

注：１　数量は計画期間の総量である。

　　２　庄川、尾張西三河の変更なし。

伊
那
谷
・
木
曽
川
・
東
三
河
三
計
画
区
の 

森
林
計
画
等
を
策
定
・
公
表 
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二
月
十
八
日
～
二
十
日
、
森
林
管
理
局
に
お

い
て
署
長
等
会
議
が
開
催
さ
れ
、
新
局
長
の
訓

示
、
事
業
担
当
部
長
会
議
（
二
月
四
～
五
日
開

催
）
を
踏
ま
え
た
指
示
及
び
本
年
度
の
業
務
運

営
等
に
関
わ
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

全
体
会
議
で
は
、
平
野
局
長
か
ら

　

①
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化
・
独
法
化

の
動
向
、
②
あ
っ
て
良
か
っ
た
国
有
林
と
な
る

よ
う
地
域
へ
の
貢
献
、
③
職
員
の
安
全
と
健
康

づ
く
り
等
に
つ
い
て
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
次
長
、
各
部
長
か
ら
の
訓
示

後
、
各
署
長
等
と
の
活
発
な
意
見
交
換
の
場
が

持
た
れ
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
」
が
制
定

さ
れ
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
野
生
鳥
獣
に
よ
る

被
害
対
策
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
な

か
、
南
信
森
林
管
理
署
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
や

八
ヶ
岳
の
周
辺
国
有
林
に
お
け
る
有
害
獣
被
害

対
策
の
一
環
と
し
て
、
森
林
官
が
国
有
林
内
に

く
く
り
ワ
ナ
を
設
置
し
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
す

る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
南
信
署
管
内
に
お
い
て
深
刻
化
す

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
に
対
応
す
る
た
め
、
県
が

策
定
し
た
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
に
基

づ
く
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
調
整
の
目
標
達
成

に
国
有
林
と
し
て
連
携
・
協
力
す
る
も
の
で
、

森
林
管
理
署
が
県
か
ら
の
ワ
ナ
の
設
置
許
可
と

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
許
可
を
受
け
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

国
有
林
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
有
害
獣
対
策

は
、
防
護
柵
や
樹
皮
ネ
ッ
ト
な
ど
の
防
除
対
策

を
主
体
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
当
署
管

内
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
加
す
る
一
方
で
、
地

元
の
猟
友
会
員
は
年
々
減
少
・
高
齢
化
し
、
関

係
市
町
村
は
、
駆
除
に
係
る
経
費
増
が
負
担
と

な
る
な
ど
有
害
獣
捕
獲
の
実
施
に
苦
慮
し
て
い

る
の
が
実
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
国
有
林
と
し
て
、
地
域
と
連
携
・

協
力
し
た
効
果
的
な
有
害
獣
対
策
が
実
施
で
き

な
い
か
と
、
地
方
事
務
所
等
と
の
打
合
せ
を
重

ね
る
な
か
で
、
今
回
、
守
り
か
ら
攻
め
の
有
害

獣
対
策
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
し
、
国
有
林
自

ら
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
に
乗
り
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

実
施
に
向
け
て
の
準
備
は
、
昨
年
秋
か
ら
関

係
者
に
よ
る
実
施
内
容
の
検
討
を
は
じ
め
と
し

て
、
ワ
ナ
設
置
に
必
要
な
講
習
会
の
開
催
や
使

用
す
る
ワ
ナ
の
選
定
（
今
回
は
三
種
類
の
く
く

り
ワ
ナ
を
使
用
）、
関
係
市
町
村
、
猟
友
会
と

の
連
絡
・
調
整
、
捕
獲
許
可
申
請
手
続
き
等
を

進
め
た
う
え
で
、
狩
猟
期
間
の
終
了
し
た
二
月

十
八
日
か
ら
伊
那
市
の
浦
国
有
林
を
皮
切
り

に
、
大
鹿
村
の
大
河
原
国
有
林
、
富
士
見
町
の

編
笠
岳
国
有
林
で
ワ
ナ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ナ
設
置
は
、
当
署
と
し
て
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
諏

訪
、
上
伊
那
、
下
伊
那
の
各
地
区
で
一
つ
の
国

有
林
を
モ
デ
ル
地
区
に
設
定
（
各
地
区
毎
に

三
〇
個
の
ワ
ナ
の
設
置
と
三
〇
頭
の
捕
獲
許

可
）
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ワ
ナ
の
設
置
当
初
は
、
作
業
に
慣
れ
な
い
こ

と
や
凍
結
な
ど
に
よ
り
ワ
ナ
が
上
手
く
作
動
し

な
い
な
ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
森
林
官

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
に
よ
る
試
行
錯
誤
の

結
果
、
三
月
十
三
日
現
在
で
既
に
十
九
頭
の
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
捕
獲
し
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
マ
ス

コ
ミ
の
反
響
は
予
想
以
上
の
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
テ
レ
ビ
放
送
や
新
聞
な
ど
計
十
四
社
か
ら
取

材
を
受
け
て
お
り
、「
国
有
林
で
シ
カ
わ
な
捕

獲
」
や
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
に
本
腰
」
な
ど
と

言
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
何
度
も
報
道
さ
れ
る
な

ど
、
国
有
林
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ナ
の
設
置
は
三
月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
て

お
り
、
実
施
後
に
は
関
係
者
に
よ
る
設
置
方
法

や
時
期
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
検

証
を
行
い
、
今
後
も
地
域
と
連
携
し
つ
つ
南
信

森
林
管
理
署
と
し
て
更
に
効
果
的
な
有
害
獣
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第３回署長等会議の様子

取材を受けながらのワナの設置

ワナに掛かったシカ

平
成
十
九
年
度
　
第
三
回 

森
林
管
理
署
長
等
会
議
を
開
催 



第 48 号 平成 20 年 3 月　（�）

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
中
部
九
県
の
優
良
造
林
地

な
ど
を
表
彰
す
る
第
五
十
三
回
中
日
造
林
賞
の

贈
呈
式
が
二
月
二
十
六
日
、
中
日
新
聞
本
社
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
日
新
聞
社
と
中
部
日
本
治
山
治

水
連
盟
が
主
催
で
、
中
部
地
方
の
林
業
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
の
優
良
造
林

地
・
功
労
者
を
表
彰
し
、
そ
の
業
績
を
一
般
に

紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
造
林
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
も
の
で
、
林
野
庁
・
中
部
森

林
管
理
局
、
中
部
九
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
、
静
岡
、
長
野
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
、
富

山
）
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
主
催
者
の
大
島
中
日
新
聞
社

社
長
か
ら
「
異
常
気
象
な
ど
が
頻
発
す
る
な
か

で
、
温
暖
化
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
山
林
の
担

う
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
る
。
受

賞
者
の
皆
さ
ん
が
社
会
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
山
林
の
大
切
さ
を
紙
面
を
通
じ
知
ら
せ

た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
小
林
審
査
委
員
長
（
名
古
屋
事

務
所
長
）
の
審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
平
野
中

部
森
林
管
理
局
長
か
ら
林
野
庁
長
官
賞
を
、
大

島
中
日
新
聞
社
社
長
か
ら
中
日
賞
、
奨
励
賞
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

平
野
局
長
は
「
森
林
を
取
り
巻
く
情
勢
は
激

動
し
て
い
る
。
国
際
的
に
は
七
月
に
は
サ
ミ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
温
暖
化
の
第
一
約
束
期
間
が
始

ま
る
。
新
聞
記
事
な
ど
も
経
済
の
問
題
と
並
ん

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
部
局
と
し
て
も
国
民

の
森
林
で
あ
る
国
有
林
を
よ
り
配
慮
し
て
管
理

し
て
い
き
た
い
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
山

村
に
元
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
造
林
功
労

者
の
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
、
夏
目

博
幸
さ
ん
か
ら
「
山
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
。
今
後
も
、
山
の
楽
し
み
を
幅

広
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
二
部
門
で
八
個
人
、
一
団
体
で
次

の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
造
林
地
の
部
】

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
柴
田
幸
雄
（
滋
賀
県
米
原

市
）

▽
中
日
賞
＝
田
畑
三
郎
（
富
山
県
高
岡
市
）

▽�

奨
励
賞
＝
上
若
生
子
生
産
森
林
組
合
（
福
井

県
大
野
市
）、
野
中
長
次
郎
（
岐
阜
県
高
山

市
）

【
造
林
功
労
者
の
部
】

▽�

林
野
庁
長
官
賞
＝
夏
目
博
幸
（
愛
知
県
東
栄

町
）

▽�

中
日
賞
＝
谷
幸
雄
（
石
川
県
輪
島
市
）、
山

田
保
男
（
長
野
県
阿
南
町
）

▽�

奨
励
賞
＝
狩
野
正
明
（
静
岡
県
静
岡
市
）、

森
下
晃
吉
（
三
重
県
亀
山
市
）

 

［
東
濃
署
］
三
月
六
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
恵
那
山

み
ど
り
の
会
（
岐
阜
県
中
津
川
市
、
近
藤
愛
子

理
事
長
）
と
当
署
が
締
結
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ

い
の
森
」
の
協
定
が
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
期

間
の
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド

の
拡
充
を
あ
わ
せ
た
調
印
式
が
、
当
署
に
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
は
標
高
約

一
、三
〇
〇
㍍
の
中
津
川
市
神
坂
の
湯
舟
沢
国

有
林
内
に
あ
り
「
大
桧
の
森
」
と
し
て
平
成

十
五
年
に
協
定
を
締
結
後
、
協
定
相
手
で
あ
る

恵
那
山
み
ど
り
の
会
に
よ
り
、
計
画
的
に
保
育

間
伐
や
歩
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
曽
川
の
上
流
下
流
に
住
む
住
民
の

交
流
を
目
的
と
し
て
、
下
流
域
の
市
民
に
対
し

て
、
間
伐
体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
い
て

お
り
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
、
森
林
施
業
の

体
験
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
は
当
署
職
員
が
参
加
し
、
間
伐
等

の
指
導
や
、
近
く
に
あ
る
神
坂
大
檜
・
治
山
事

業
地
等
の
案
内
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
あ
た
っ
て
は
、
区
域
を
森
林

散
策
ゾ
ー
ン
と
間
伐
歩
道
づ
く
り
ゾ
ー
ン
の
二

つ
に
分
け
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
更
に
幅
広
い
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

 

［
飛
騨
署
］
暖
冬
か
と
思
わ
れ
た
今
年
の
冬
で

す
が
、
立
春
が
過
ぎ
て
か
ら
厳
し
い
寒
さ
と
毎

日
の
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、
作
業
班
は
も
と
よ
り

請
負
事
業
箇
所
で
も
例
年
に
な
く
厳
し
い
冬
山

で
し
た
。 

　

こ
う
い
っ
た
な
か
で
請
負
事
業
に
よ
る
間
伐

作
業
地
で
は
、
厳
冬
期
の
積
雪
を
利
用
し
な
が

ら
低
コ
ス
ト
作
業
に
挑
戦
す
る
荘
川
森
林
事
務

所
部
内
軽
岡
国
有
林
の
取
り
組
み
を
、
岐
阜
新

聞
ひ
だ
高
山
総
局
が
取
材
し
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
当
署
森
林
官
や
治
山
事
業
所
主
任

受賞されたみなさん

調印後の近藤理事長（左）と笹岡署長

厳
冬
期
の
低
コ
ス
ト
作
業
に
挑
戦

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

協
定
更
新
を
機
に
更
な
る
活
動
に
期
待
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も
参
加
す
る
な
か
で
、
除
雪
し
た
雪
を
利
用
し

踏
み
固
め
て
搬
出
路
を
作
設
し
、
高
性
能
林
業

機
械
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
作
業
に
つ
い
て
見

て
頂
き
ま
し
た
。 

　

現
場
代
理
人
か
ら
は
「
今
年
は
寒
さ
が
厳
し

く
雪
が
さ
ら
さ
ら
で
踏
み
固
ま
ら
な
い
。」
と

い
っ
た
悩
み
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
厳
冬
期
の

な
か
、
安
全
で
効
率
的
な
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
新
聞
報
道
さ
れ
森
林
整
備
に
取
り
組

む
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
請
負
作
業
に
入
っ
て
い
る
白
鳥
林
工

協
業
組
合
に
「
緑
の
雇
用
」
で
入
社
し
た
二
人

の
若
者
が
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
提
供
で
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
が
制
作
す
る
一
時
間
ス
ペ
シ
ャ
ル

番
組
「
ち
ょ
っ
と
森
の
話
し
」
に
登
場
。
軽
岡

国
有
林
で
働
く
姿
が
同
僚
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

交
え
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
国
有
林
野
事
業
が
Ｐ

Ｒ
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

 ［
名
古
屋
事
務
所
］

○
名
古
屋
市
立
は
と
り
中
学
校

  

二
月
八
日
、
一
年
生
十
二
名
が
名
古
屋
事
務

所
を
訪
れ
、
総
合
的
な
学
習
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
森
林
の
働
き
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
林
の
機
能
や
、
必
要
性
に
つ

い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
説
明
し
、

そ
の
後
生
徒
か
ら
、
森
林
の
機
能
や
森
林
が
果

た
す
環
境
問
題
等
に
つ
い
て
の
質
問
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。

  

熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
真
剣
に
学
ぶ

姿
や
、
後
日
送
ら
れ
て
き
た
感
想
文
か
ら
、
と

て
も
有
意
義
な
訪
問
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

○
名
古
屋
市
立
吉
根
小
学
校

　

二
月
十
九
日
、
瀬
戸
国
有
林
森
林
交
流
館
へ

五
年
生
六
十
六
名
が
訪
れ
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
・

丸
太
切
り
の
体
験
と
紙
芝
居
に
よ
る
森
林
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。　　
　
　
　

　

体
験
で
は
手
も
か
じ
か
む
程
の
寒
さ
で
し
た

が
、
皆
楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。　　

　

ま
た
、
紙
芝
居
で
は
森
林
の
働
き
や
大
切
さ

を
学
び
、
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
寒
さ
も
忘

れ
、
皆
元
気
良
く
手
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

○
名
古
屋
市
立
志
段
味
西
小
学
校

　

三
月
一
日
、
同
小
学
校
の
ホ
タ
ル
部
四
～
六

年
生
三
十
名
が
瀬
戸
国
有
林
に
お
い
て
、
丸
太

切
り
・
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
と
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
部
で
は
毎
年
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打

ち
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
も
参
加
し
た

五
・六
年
生
が
四
年
生
を
教
え
な
が
ら
、
原
木

に
植
菌
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
野
外
料
理
は
「
樹
の
お
菓
子
」
の
意

味
を
持
つ
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

材
料
を
混
ぜ
て
生
地
を
作
り
、
木
棒
を
芯
に

し
て
焼
き
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

形
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
が
出
来
ま
し
た
が
、
焼

き
上
が
っ
た
後
ナ
イ
フ
で
切
っ
て
み
る
と
、
美

し
い
年
輪
模
様
が
で
き
て
お
り
、
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

  

今
回
の
体
験
学
習
に
よ
り
森
林
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
自
然
の
大
切
さ
も
学
ぶ
良
い
機
会

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
高
山
市
内
の
国
や
地
方
自
治
体
の

行
政
機
関
、
そ
れ
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公

共
機
関
の
長
が
集
ま
る
「
二
火
会
」
の
二
月
の

幹
事
が
当
署
の
当
番
と
な
り
、
今
ま
で
は
市
内

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
会
員
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
き
、
二
月
十
二
日
に
当

署
会
議
室
を
利
用
し
開
催
し
た
。
十
七
名
の

方
々
に
日
頃
入
る
機
会
の
少
な
い
庁
舎
を
見
て

頂
く
と
と
も
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　

説
明
会
で
は
国
有
林
野
事
業
の
役
割
と
飛
騨

森
林
管
理
署
の
取
り
組
み
を
始
め
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
対
す
る
取
り
組
み
、
国
有
林
の
特
別

会
計
改
革
の
動
向
な
ど
の
説
明
の
ほ
か
、
中
部

森
林
管
理
局
が
企
画
し
た
「
森
へ
行
こ
う
」
を

見
て
頂
く
等
、
国
有
林
野
事
業
の
様
々
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
子
供
た
ち
と
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や

森
林
環
境
の
保
全
活
動
の
紹
介
と
し
て
、
平
成

十
九
年
度
「
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
」
で
林
野
庁
官
賞
を
受
賞
し
た
大
西
ふ
れ
あ

い
係
長
の
「
地
域
と
連
携
し
た
環
境
教
育
・
環

境
保
全
の
取
り
組
み
」
の
発
表
を
見
て
頂
い
た

ほ
か
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
庁
舎
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
署
長
室
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

紹
介
し
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に
向
け
た
国

有
林
の
取
り
組
み
を
体
感
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

出
席
者
か
ら
は
「
国
有
林
が
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚

い
た
。」、「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
説
明

が
素
晴
ら
し
い
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、

「
あ
っ
て
よ
か
っ
た　

国
有
林
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
更
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

作業風景を取材する 井上愛 記者

バウムクーヘン作りを楽しむ生徒

前原署長から国有林の取り組み
を聞く二火会会員

「
森
林
の
働
き
や
大
切
さ
を
学
ぶ
」

寒
い
な
か
三
校
が
体
験
学
習

「
国
有
林
と
地
域
を
結
ぶ
」　

～
市
内
行
政
機
関
等
に
説
明
会
～
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［
名
古
屋
事
務
所
］
二
月
十
三
日
、
名
古
屋
市

熱
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
座
「
身
近

に
学
ぶ
環
境
保
全
の
知
恵
」
の
現
地
学
習
と
し

て
受
講
生
二
十
七
名
が
名
古
屋
事
務
所
を
訪
れ

「
森
林
の
役
割
・
重
要
性
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。　　
　
　
　

　

受
講
生
は
名
古
屋
市
内
在
住
の
人
ば
か
り

で
、
森
林
の
果
た
す
役
割
や
美
し
い
森
林
（
も

り
）
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
間
伐
材
の
輪
切
り
板
を
利
用
し
た
ク

ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
、
皆
童
心
に
か
え
り
夢
中

で
作
成
し
て
い
ま
し
た
。　

　

短
い
時
間
で
し
た
が
受
講
生
か
ら
は
、「
森

林
の
役
割
や
森
林
整
備
の
大
変
さ
が
分
か
っ

た
。」、「
い
い
学
習
が
で
き
た
。」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
署
は
、
飛
騨
署
と
合
同
で
二

月
二
十
八
日
に
岐
阜
署
会
議
室
に
お
い
て
、
司

法
警
察
員
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
岐

阜
地
方
検
察
庁
大
垣
支
部
長
検
事
を
招
き
、
司

法
警
察
員
の
職
務
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
ま
し

た
。

　

こ
の
講
演
に
先
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
森
林
官

か
ら
質
問
を
受
け
、
そ
の
質
問
を
元
に
講
演
を

進
め
て
頂
き
ま
し
た
。

　

森
林
官
も
現
場
に
直
面
し
た
時
の
具
体
的
な

適
切
な
対
応
に
自
信
が
持
て
な
い
た
め
、
検
事

と
の
熱
心
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

高
山
植
物
の
盗
採
、
不
法
伐
採
、
森
林
放

火
、
不
法
投
棄
な
ど
と
い
っ
た
犯
罪
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
研
修
会
を
行
っ
た
こ

と
で
、
積
極
的
な
対
応
が
出
来
る
と
感
じ
て
い

た
よ
う
で
し
た
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
市
消
防
本
部
は
、
岐
阜
市
の

象
徴
で
も
あ
る
金
華
山
、
岐
阜
城
を
林
野
火
災

か
ら
守
る
と
と
も
に
入
山
者
の
早
期
避
難
誘

導
・
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
空
気
が
乾
燥
し

林
野
火
災
の
発
生
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
の
時
期
を

迎
え
、
二
月
二
十
八
日
、
岐
阜
市
の
金
華
山
国

有
林
で
林
野
火
災
総
合
防
御
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
も
岐
阜
森
林
事
務
所
職
員

を
中
心
に
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
運
営
す
る
岐
阜
観
光
索
道

の
従
業
委
員
か
ら
「
金
華
山
中
腹
付
近
か
ら
何

か
が
燃
え
て
い
る
。」
と
の
通
報
が
あ
っ
た
と

い
う
想
定
で
訓
練
を
開
始
。

  

職
員
は
一
斉
放
水
開
始
と
の
指
示
の
も
と
、

寒
い
北
風
の
中
、
雪
が
残
る
山
頂
付
近
に
お
い

て
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

  

こ
の
訓
練
に
当
た
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
台
、

消
防
車
二
十

台
、
約
百
六
十

人
が
出
動
し
て

訓
練
を
無
事

終
了
し
ま
し

た
。.

  

［
飛
騨
署
］
三
月
三
日
、
北
ア
ル
プ
ス
を
囲
む

三
県
（
五
地
区
）
で
山
小
屋
を
経
営
す
る
法

人
、
個
人
、
団
体
等
で
組
織
す
る
北
ア
ル
プ
ス

山
小
屋
協
会
総
会
が
岐
阜
県
高
山
市
内
の
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
す
る
署
を

代
表
し
て
飛
騨
署
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
の
目
的
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
紹
介
、

知
識
の
向
上
、
自
然
保
護
及
び
遭
難
対
策
を

目
指
し
、
会
員
相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る
も
の

で
、
当
日
は
、
会
員
、
来
賓
な
ど
約
百
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
一
般
議
事
の
あ
と
、
五
地
区
代

表
者
に
よ
る
実
情
報
告
と
し
て
、
夏
山
の
天
候

や
地
震
報
道
の
影
響
、
韓
国
か
ら
の
登
山
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
各
地
区
ご
と
の
入
り
込

み
状
況
報
告
の
外
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
か

ら
、
我
が
国
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
現
状
と
今
後
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
有
林
か
ら
は
、
貴
重
な
自
然
の
保
全
、
山

岳
観
光
と
し
て
山
小
屋
の
存
在
は
大
き
い
こ
と

に
触
れ
、
自
然
公
園
法
、
森
林
法
を
踏
ま
え
て

森林の役割・重要性に聞き入る受講生

司法研修の様子

挨拶に立つ村上会長（西穂山荘）

「
森
林
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
」

　

～
な
ご
や
環
境
大
学
共
育
講
座
～

岐
阜
署
・
飛
騨
署
合
同
で

司
法
警
察
員
研
修
を
開
催

「
金
華
山
を
林
野
火
災
か
ら
守
ろ
う
」！

林野火災総合防御訓練に
参加した職員

北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
協
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催
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日
本
三
大
雪
渓
の
一
つ
針
ノ
木
大
雪
渓

貸
付
地
の
適
切
な
使
用
を
要
請
し
ま
し
た
。
一

方
、
山
小
屋
関
係
者
か
ら
は
、
貸
付
地
及
び
周

辺
に
至
る
安
全
確
保
に
関
し
て
の
質
問
が
あ

り
、
通
達
改
正
の
要
旨
を
説
明
。
参
加
者
か
ら

は
損
害
賠
償
請
求
に
対
す
る
備
え
方
で
今
後
も

指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
い
っ
た
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
の
総
会
は
、
北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
友

好
会
が
担
当
し
、
松
本
方
面
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
鹿
島
森
林
事
務
所
部
内
の
籠
川
谷

国
有
林
内
に
あ
る
針
ノ
木
大
雪
渓
は
、
後
立
山

連
峰
の
ひ
と
つ
針
ノ
木
岳
と
蓮
華
岳
の
間
に
位

置
す
る
篭
川
の
源
流
部
、
針
ノ
木
峠
の
長
野
県

側
に
あ
り
、「
針
ノ
木
岳
・
爺
ヶ
岳
特
定
地
理

等
保
護
林
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
馬
大
雪
渓
、
剱
沢
大
雪
渓
と
並
ん
で
日
本

三
大
雪
渓
の
一
つ
と
称
さ
れ
、
春
は
多
く
の
残

雪
に
囲
ま
れ
、
夏
は
さ
わ
や
か
な
風
に
包
ま

れ
、
秋
は
荘
厳
な
紅
葉
に
癒
や
さ
れ
、
自
然
を

満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

こ
の
雪
渓
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四

年
）
十
一
月
下
旬
、
越
中
の
国
主
佐
々
成
政
が

豊
臣
秀
吉
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
浜
松
の
徳
川

家
康
へ
「
織
田
家
再
興
」
の
進
言
に
向
か
う
決

心
を
し
て
、
厳
寒
の
立
山
連
峰
越
え
を
し
た
と

さ
れ
る
「
さ
ら
さ
ら
越
え
」
の
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
と
伝
承
伝
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
初
期
に
は
、
こ
の
雪
渓
を
ル
ー

ト
の
一
部
と
し
た
、
両
県
間
を
結
ぶ
荷
牛
の
通

行
が
可
能
な
（
全
長
約
九
十
㌔
㍍
、
幅
員
三

㍍
）
物
資
交
流
の
た
め
の
山
岳
有
料
道
路
「
越

信
新
道
」
が
造
ら
れ
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
道
は
完
成
後
数
年
間
で
自
然
の
猛
威

と
資
金
不
足
を
原
因
に
、
廃
道
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
雪
渓
周
辺
の
山
岳
文
化
史
を
語
る
上

で
、
百
瀬
慎
太
郎
（
明
治
二
五
年
︱
昭
和

二
四
年
）
は
は
ず
せ
ま
せ
ん
。

　

慎
太
郎
は
、
登
山
文
化
の
黎
明
期
、
大
町
市

で
当
時
の
北
ア
ル
プ
ス
登
山
の
重
要
な
拠
点
と

さ
れ
て
い
た
「
對た
い
ざ
ん
か
ん

山
館
」
と
い
う
旅
館
を
経
営

し
て
お
り
、
ま
た
、
大
正
六
年
に
日
本
全
国
に

先
駆
け
「
大
町
山
案
内
人
組
合
」
と
い
う
山
岳

ガ
イ
ド
の
組
織
を
創
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
針
ノ
木
大
雪
渓
の
上
下
に
「
大
沢

小
屋
」、「
針
ノ
木
小
屋
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
二
軒
の
小
屋
は
、
現
在
で
も
こ
の
山
域
登

山
の
重
要
な
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慎
太
郎
は
文
学
に
も
造
詣
が
あ
り
、

文
末
の
名
句
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
歌
を
残
し

「
山
の
歌
人
」
と
の
愛
称
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

慎
太
郎
の
功
績
を
称
え
、
こ
の
山
域
の
開
山

祭
は
「
慎
太
郎
祭
」
と
い
う
名
称
で
、
毎
年
六

月
の
第
一
日
曜
日
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
意

外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期
の
雪

渓
登
山
は
、
起
伏
が
少
な
い
の
で
極
め
て
楽
に

針
ノ
木
峠
ま
で
登
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
大
町

山
案
内
人
組
合
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
快
適
な

登
山
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

一
歩
そ
の
山
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
多

く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
扇
沢
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
駅

で
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
に
感
じ
る
ほ
ど
の
静
寂

な
山
岳
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　

壮
大
な
自
然
が
生
み
出
し
た
大
雪
渓
と
い
う

白
い
渓
谷
美
の
堪
能
に
、
来
た
る
登
山
シ
ー
ズ

ン
は
針
ノ
木
大
雪
渓
に
お
越
し
下
さ
い
。

山
を
想
へ
ば
人
恋
し

　
　
　

人
を
想
へ
ば
山
恋
し　

百
瀬
慎
太
郎

◆
ア
ク
セ
ス

　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
「
信
濃
大
町
駅
」
か
ら
バ
ス
に冷気にかすむ雪渓

慎太郎祭記念登山の風景 夏の針ノ木雪渓

て
「
扇
沢
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
駅
」
へ
約
四
十
分
、

雪
渓
尻
ま
で
徒
歩
に
て
、
春
先
は
約
一
時
間

夏
か
ら
秋
は
約
二
時
間
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［
北
信
署
・
指
導
普
及
課
］
本
試
験
地
は
、
伐

採
跡
地
に
発
生
し
て
い
る
キ
ハ
ダ
・
カ
ン
バ
等

の
保
育
効
果
を
調
査
す
る
目
的
で
、
昭
和

五
十
四
年
度
に
往
郷
山
国
有
林
六
〇
ち
林
小
班

に
お
い
て
調
査
区
を
設
置
し
調
査
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
当
初
は
こ
の
試
験
地
の
ほ
か
他
の

一
箇
所
で
も
同
試
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

試
験
地
等
の
見
直
し
に
よ
り
継
続
調
査
し
て
い

る
も
の
は
当
該
試
験
地
の
一
箇
所
で
す
。

　

当
試
験
地
は
、
ブ
ナ
の
天
然
更
新
技
術
確
立

の
た
め
昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
皆
伐
母
樹
法
、

漸
伐
作
業
法
に
よ
り
更
新
試
験
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
台
風
等
に
よ
り
母
樹

の
ほ
と
ん
ど
が
風
倒
被
害
を
受
け
、
残
っ
た
母

樹
も
種
子
の
豊
作
年
と
地
表
処
理
が
一
致
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ナ
の
天
然
更
新
が
成
功

し
な
か
っ
た
箇
所
で
す
。

　

試
験
地
は
、
豪
雪
地
帯
に
位
置
し
、
標
高

一
、三
八
〇
㍍
、
基
岩
は
安
山
岩
で
土
壌
型
は

Ｂ
Ｅ
、
下
層
植
生
は
チ
シ
マ
ザ
サ
で
、
オ
オ
バ

ク
ロ
モ
ジ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
等
が
生
育
し
て
い

ま
す
。
試
験
の
考
え
方
と
し
て
、
キ
ハ
ダ
・
カ

ン
バ
等
が
更
新
し
て
い
る
伐
採
跡
地
に
本
数
調

整
し
た
除
伐
区
を
四
区
画
と
放
置
区
を
三
区
画

設
置
し
、
五
年
毎
に
生
長
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

○
試
験
地
の
概
要

　

面　
　

積　

三
・
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

現
在
林
齢　

三
五
年
生

○
調
査
内
容

　

試
験
区
内
の
立
木
に
つ
い
て
胸
高
直
径
一
㍉

㍍
単
位
、
樹
高
は
一
〇
㌢
㍍
単
位
に
測
定
し
、

平
均
胸
高
直
径
・
樹
高
・
本
数
・
蓄
積
の
推

移
、
生
長
量
等
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

◎
試
験
結
果
（
設
定
後
二
十
六
年
経
過
時
点
）

　

除
伐
区
は
、
設
定
時
の
昭
和
五
十
三
年
度
及

び
、
平
成
十
二
年
度
に
除
伐
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

各
試
験
区
の
林
分
内
容
は
、
極
端
に
キ
ハ
ダ

の
生
存
本
数
の
少
な
い
一
、三
、四
号
区
に
つ
い

て
は
概
に
カ
ン
バ
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
二
、五
、六
、七
号
区
に
つ
い
て
も
カ
ン

バ
と
キ
ハ
ダ
の
樹
高
差
が
平
均
で
三
・
八
㍍

～
七
・
一
㍍
つ
い
て
お
り
、
キ
ハ
ダ
が
下
層
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
唯
一
、五
号
区
に
つ

い
て
は
キ
ハ
ダ
が
本
数
・
蓄
積
で
優
勢
で
あ
り

ま
す
が
こ
れ
は
カ
ン
バ
の
生
存
本
数
が
極
端
に

少
な
い
た
め
で
す
。

○
ま
と
め

　

カ
ン
バ
の
生
長
は
旺
盛
で
、
キ
ハ
ダ
に
比
べ

胸
高
直
径
で
五
～
八
㌢
㍍
、
樹
高
で
四
～
七
㍍

の
差
が
つ
い
て
お
り
キ
ハ
ダ
を
被
圧
し
て
い
ま

す
。
当
初
、
キ
ハ
ダ
林
へ
誘
導
す
る
よ
う
計
画

し
た
も
の
で
す
が
、
カ
ン
バ
林
と
な
っ
て
い
る

も
の
や
、
キ
ハ
ダ
が
カ
ン
バ
の
下
層
に
な
り
被

圧
さ
れ
生
長
阻
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
キ
ハ
ダ
と
カ
ン
バ
が
混

交
し
て
い
る
除
伐
区
に
つ
い
て
本
数
調
整
を
行

い
、
五
年
毎
の
継
続
調
査
を
続
け
分
析
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

○
所
在
地　

長
野
県
下
高
井
郡
木
島
平
村

○�

報
告
書
は
「
試
験
調
査
報
告
」
平
成
十
八
年

度　

中
部
森
林
管
理
局　

一
〇
四
㌻

試験地 樹種
S53 年の

本数 /ha

H16 年の

本数 /ha

胸高

直径 cm
樹高 m

１　号
放置区

キハダ 6,800 100 19.2 13.5
カンバ等 6,800 1,400 14.7 11.3

２　号
除伐区

キハダ 13,300 1,200 12.4 10.2
カンバ等 600 100 42.3 17.3

３　号
除伐区

キハダ 5,300 200 10.4 11.1
カンバ等 2,600 1,200 17.8 15.4

４　号
除伐区

キハダ 7,000 100 12.8 13.0
カンバ等 2,300 1,400 17.6 16.2

５　号
放置区

キハダ 16,000 2,200 11.3 10.8
カンバ等 1,100 200 29.5 16.0

６　号
放置区

キハダ 13,100 700 10.9 10.1
カンバ等 3,500 1,200 15.7 13.9

７　号
除伐区

キハダ 3,400 600 8.9 10.4
カンバ等 2,500 500 17.1 16.2

（本数の推移とＨ１６年の直径・樹高）

項目

試験区

キハダ カンバ
本数 蓄積 本数 蓄積

１号放置区 × × ○ ○
５号放置区 ○ ○ × ×
６号放置区 △ × △ ○
２号除伐区 ○ × × ○
３号除伐区 × × ○ ○
４号除伐区 × × ○ ○
７号除伐区 △ × △ ○

（往郷山60ち　7号除伐区の被圧状態）
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